
１ 　 第 7 7 0 8 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

第 ２ 部

2 0 1 9 年 以 来 の 3 連 勝 （ 第 1 6 節 藤 枝 M Y F C 戦 ）

　 「 勝 ち 点

5 5、 失 点

4 5」 を 目 標 に 掲 げ た 昨 季 （ ２ ０ ２ ４ 年 シ ー ズ ン ）  、 レ

ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ の Ｊ ２ リ ー グ で の 戦 績 は 、

1 5勝 ８ 分

1 5敗 、 勝 ち 点

5 3で 、

2 0チ ー ム 中

1 1位 。 Ｊ １ 昇 格 の プ レ ー オ フ 進 出 圏 内 に 入 っ た り 、 天 皇 杯 全

日 本 選 手 権 大 会 で は 初 の ベ ス ト ８ 入 り を 決 め た り す る な ど 、 成 長 と 躍 進が 見 ら れ た シ ー ズ ン だ っ た 。 こ の 特 集 で は 、 Ｊ ２ 昇 格 か ら ９ 年 目 の 昨 季を

1 0試 合 ご と に 振 り 返 る と と も に 、 選 手 の 個 人 成 績 、 志 垣 良 監 督 へ の イ

ン タ ビ ュ ー 、 山 本 駿 亮 選 手 と 末 永 透 瑛 選 手 の コ メ ン ト を お 届 け す る 。

ル で ２ 点 目 を 奪 う と 、 レノ フ ァ の 猛 攻 が 始 ま った 。 同

2 1分 に は ＃

2 4梅 木

翼 選 手 が 、 ア デ ィ シ ョ ナル タ イ ム に は こ の 日 が 誕生 日 だ っ た ＃

5 5五 十 嵐 太

陽 選 手 が ゴ ー ル を 決 め 、今 季 最 多 得 点 の ４ 得 点 。勝 ち 点

1 5で 順 位 は ６ 位 に

浮 上 。

　
ホ ー ム で の 開 幕 戦 は 、

第 ２ 節 の ブ ラ ウ ブ リ ッ ツ秋 田 戦 。 雪 と 雨 の 混 じ る悪 天 候 だ っ た が 、 ２ ０ １９ 年 以 来 の ホ ー ム 開 幕 戦入 場 者 数 １ 万 人 を 目 指 した 「 総 力 １ 万 人 プ ロ ジ ェク ト 」 を 展 開 し 、 ス タ ジア ム に は コ ロ ナ 禍 後 で は最 多 の ８ ９ ０ ６ 人 が 集 まっ た 。 試 合 は ２

－

０ で 勝

利 。　
第 ５ 節 （ 徳 島 ヴ ォ ル テ

　
プ レ ー オ フ 圏 内 に 残 る

た め に も 負 け ら れ な い レノ フ ァ の 第

2 3節 の 対 戦 相

手 は 鹿 児 島 ユ ナ イ テ ッ ドＦ Ｃ 。 双 方 、 序 盤 か ら 攻め 込 む が ０

－

０ で 前 半 終

了 。 チ ャ ン ス を 生 か せ ずに い た 後 半

3 6分 、 試 合 が

動 く 。 ＃

2 0河 野 選 手 の シ

ュ ー ト は 、 一 度 は 相 手 に阻 ま れ た が 再 度 右 足 で 振り 抜 き シ ュ ー （ ２ 面 へ ）

分 、 ゴ ー ル 前 の こ ぼ れ 玉を ＃

2 4梅 木 選 手 が 押 し 込

み 先 制 。 Ｇ Ｋ の ＃

2 1関 憲

太 郎 選 手 の 好 セ ー ブ も あり 、 １

－
０ で 勝 利 。 順 位

は ６ 位 の ま ま 。　
Ｊ ２ で 初 の ４ 連 勝 を 目

指 し て 戦 っ た 第

1 7節 の 相

手 は 大 分 ト リ ニ ー タ 。 開始 早 々 か ら チ ャ ン ス を 作る が 決 定 力 に 欠 け 、 ネ ット を 揺 ら せ な い 。 最 後 まで 相 手 の 固 い 守 り を 崩 せず 、 ０

－ ０ で ド ロ ー 。

　
後 半 戦 の 最 初 の 対 戦 相

手 は ザ ス パ 群 馬 。 雨 の 中ス タ ー ト し た 試 合 だ っ たが 、 前 半

2 6分 、 ＃ ９ 若 月

大 和 選 手 が 先 制 。 １

－

０

で 折 り 返 し た 後 半 は 相 手に 攻 め 込 ま れ る 時 間 が 多か っ た が 、 １ 点 を 死 守し 、 勝 ち 点 ３ を 得 て 順 位は ４ 位 ま で 浮 上 し た 。

 

ア ウ ェ ー の 第

1 2節 （ 鹿

児 島 ユ ナ イ テ ッ ド 戦 ） は「 薩 長 ダ ー ビ ー 」  。 前 半

3 7

ィ ス 戦 ） で は 試 合 運 び の上 手 さ が 際 立 っ た 。 決 定機 を 作 り だ し ペ ー ス を つか む と 、 後 半 ６ 分 ＃

6 8野

寄 和 哉 選 手 が 先 制 。 ５ 分後 に は ＃ ３ ヘ ナ ン 選 手 が追 加 点 を 決 め ２

－

０ に 。

オ ウ ン ゴ ー ル も あ っ たが 、 ２

－

１ で ３ 試 合 ぶ り

に 勝 利 を 引 き 寄 せ た 。　
第

1 0節 、 ホ ー ム で 迎 え

た ザ ス パ 群 馬 戦 。 前 半 ４分 、 ＃

2 0河 野 孝 汰 選 手 が

先 制 。 後 半

1 0分 、 再 び

＃

2 0河 野 選 手 が 連 続 ゴ ー

２ ０ ２ ５ 年 も レ ノ フ  ァ  山 口

F
C と と も に

!

さ ら な る 高 み を 目 指 し て１

－

1 0節

（ ２ 月

2 4日 ～  ４ 月

1 4日 ）

1 1

－
2 0節

（ ４ 月

2 1日 ～  ６ 月

1 6日 ）

2 1

－

3 0節

（ ６ 月

2 2日 ～  ９ 月 ７ 日 ）

き ょ う は ４ 部 だ て



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 ス ポ ー ツ　 ９ 月 １ ３ 日 （ 土 ） か ら ２ １ 日 （ 日 ） ま で 、 「 第 ２ ０ 回 世 界 陸 上 競 技 選 手 権 大 会 」 が 東 京 の 国 立 競 技 場 を 主 会 場 に 開 催 。 東 京 で の 開 催 は ３ ４ 年 ぶ り 。

8 月 3 日 、1 0 日 、3 1 日 は 「 レ ノ フ ァ × ま ち じ ゅ う エ ヴ ァ ン
ゲ リ オ ン 」 コ ラ ボ 企 画 の 限 定 ユ ニ ホ ー ム を 着 用志 垣 良 監 督

© R E N O F A Y A M A G U C HI F C© R E N O F A Y A M A G U C HI F C

（

1面 よ り ） ト ！

　
相 手

の 猛 攻 も し の ぎ 、 １

－

０

で 辛 勝 。 ３ 試 合 ぶ り の 白星 で 勝 ち 点

3 8、 順 位 を ７

位 か ら ５ 位 に 戻 し た 。　
約 ３ 週 間 の 中 断 期 間 中

も 含 め 、 メ ン バ ー の 移 籍や 加 入 も あ っ た 。 ＃

2 4梅

木 選 手 ほ か ３ 人 が 移 籍 。一 方 で 、 タ イ 代 表 の サ ーラ ッ ト ・ ユ ー イ ェ ン 選 手ら ４ 人 が 加 入 。 天 皇 杯 全日 本 選 手 権 大 会 で は 、 ＪＡ Ｐ Ａ Ｎ サ ッ カ ー カ レ ッジ （ 新 潟 ） に ３

－

０ で 完

勝 し 、 ク ラ ブ 初 の ４ 回 戦

進 出 も 決 め た 。　
シ ー ズ ン 最 多 の １ 万 １

５ ７ ５ 人 の 観 客 が 集 ま った 第

2 9節 （ フ ァ ジ ア ー ノ

岡 山 戦 ）  。 ス コ ア レ ス で折 り 返 す が 、 徐 々 に 攻 め込 ま れ る 時 間 が 増 え 、 手痛 い ２ 失 点 。 ０

－

２ で 勝

ち 点 を 献 上 し 、 順 位 は ６位 に 後 退 。 こ こ か ら レ ノフ ァ は 長 い ト ン ネ ル に 入っ て し ま う 。

　
― ― 昨 季 の 総 括 を 。

　
志 垣

　
ク ラ ブ と し て よ

り 結 果 に こ だ わ る た めに 、 攻 守 バ ラ ン ス よ く 、い か に 勝 ち 点 ３ の た め にサ ッ カ ー を 構 築 し て い くか 、 と い う 土 台 を し っ かり 作 れ た １ 年 だ っ た か なと 思 う 。

　

　
― ― 良 点 と 課 題 は ？

　
志 垣

　
他 チ ー ム と 比 べ

て 予 算 規 模 が 少 な い チ ーム で も 、 上 位 に 対 し て 戦え た と い う と こ ろ は 良 かっ た 点 。 課 題 は ゴ ー ル 前の 守 備 や 攻 撃 。 攻 守 に おい て 、  「 最 後 の 部 分 の質 」 を も っ と 高 め て い かな け れ ば い け な い 。　
― ―

目 指 す チ ー ム 像

は ？　
志 垣

　
勝 利 に 対 し て 貪

要 求 レ ベ ル を 高 め て い くと い う と こ ろ は 突 き 詰 めて い か な く て は い け な いか な と 感 じ て い る 。　
― ― 今 季 の 目 標 は ？

　
志 垣

　
昨 季 以 上 の 成 績

を 求 め て や っ て い く 、 とい う こ と は 変 わ り な い 。レ ノ フ ァ は Ｊ ２ に 上 が って か ら 得 失 差 が プ ラ ス にな っ て い な い 。 そ こ が プラ ス に な れ ば 、 今 以 上 の成 績 に な っ て い く と 思う 。 失 点 数 を 抑 え 、 得 点数 を 高 め て い け ば 、 得 失点 が プ ラ ス に な る 。 そ うす る と 、 よ り 高 み の 、 新た な 景 色 が 見 ら れ る と 思

う の で 、 そ こ を 目 指 し てい き た い と 思 っ て い る 。　
― ― サ ポ ー タ ー に 一

言 。　
志 垣

　
非 常 に 熱 量 が 高

く 、 温 か く 見 守 っ て く れて い る サ ポ ー タ ー が 多 い印 象 。 レ ノ フ ァ が 地 域 を盛 り 上 げ る 一 つ の ツ ー ルと な り 、 さ ら に 、 レ ノ ファ を 通 じ て 人 と 人 と が つな が る 文 化 が 根 付 け ば 、地 域 創 生 の 一 端 を 担 え るこ と が で き る の か な と 感じ て い る 。 昨 季 も サ ポ ータ ー の 皆 様 の お か げ で 、ピ ッ チ の 上 で 躍 動 す る こと が で き た と 思 っ て い ます 。 今 季 も よ り 多 く の 歓喜 の 瞬 間 を 皆 様 と 共 有 でき る よ う に 戦 っ て い き たい と 思 っ て い ま す 。 よ ろし く お 願 い し ま す 。

欲 に 、 結 果 に 対 して 貪 欲 に 、 数 字 に対 し て 貪 欲 に 。 その た め に は 日 々 のト レ ー ニ ン グ か ら細 部 に こ だ わ っ てい く こ と 。 そ し て

　
第

3 1節 （ 清 水 エ ス パ ル

ス 戦 ） で は 、 開 始 早 々 か

ら 攻 め 込 ま れ 苦 しい 展 開 に 。 先 制 を許 し １ 点 を 追 う 後半

2 0分 、 ＃ ９ 若 月

選 手 が ゴ ー ル を 決め 同 点 に 。 し かし 、 立 て 続 け に ３点 を 失 い 、 １

－

４

で 今 季 初 の ３ 連 敗

を 喫 し た 。　
連 敗 の ト ン ネ ル か ら 抜

け 出 せ な い 中 の 第

3 5節 の

相 手 は ロ ア ッ ソ 熊 本 。 前半

1 4分 に ＃ ９ 若 月 選 手 が

先 制 ゴ ー ル 。 し か し 、 直後 の

2 0分 に 相 手 に ゴ ー ル

を 許 し 同 点 に 。  「 あ と １点 」 の た め に 果 敢 に 攻め 、 シ ュ ー ト を 放 つ も 引き 分 け で タ イ ム ア ッ プ 。７ 連 敗 は 避 け た が 、 プ レー オ フ 進 出 の 可 能 性 は なく な っ た 。　
最 終 節 の 対 戦 相 手 は 、

開 幕 戦 と 同 じ カ ー ド で 、引 き 分 け 以 上 で Ｊ １ 自 動昇 格 が 決 ま る 横 浜 Ｆ Ｃ 。開 始 か ら 双 方 の 堅 守 で スコ ア は 動 か ず 後 半 へ 。 セッ ト プ レ ー か ら チ ャ ン スを 作 る も 相 手 の 守 備 を 崩せ ず 、 開 幕 戦 同 様 に 引 き分 け 。 勝 ち 点 は

5 3、 最 終

順 位 は

1 1位 で シ ー ズ ン を

終 え た 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　 　

　
一 時 は プ レ ー オ フ 圏 内

に 入 り 、  「 Ｊ １ 昇 格 も 夢で は な い 」 と 思 わ せ て くれ た 昨 季 。 目 標 に 掲 げ た
「 勝 ち 点

5 5、 失 点

4 5」 の

勝 ち 点 は

5 3と 惜 し く も 未

達 成 だ っ た が 、 失 点 は

4 4

と 達 成 。 最 終 順 位 、 勝 ち点 、 失 点 は 昨 季 か ら 大 きく 成 績 を 伸 ば し た 。 ただ 、 チ ャ ン ス で 決 め き れな い 、 決 定 力 不 足 が 否 めな い 試 合 も 多 か っ た 。　
今 季 （ ２ ０ ２ ５ シ ー ズ

ン ） も 引 き 続 き 、 志 垣 良監 督 が 指 揮 を 執 る 。 昨 季は 停 滞 し た 時 期 も あ っ たが 、 終 盤 戦 で は 攻 守 と もに 「 ア グ レ ッ シ ブ な レ ノフ ァ 」 も 垣 間 見 え た 。 経験 を 糧 に ２ 期 目 の 「 志 垣レ ノ フ ァ 」 の 飛 躍 に 期 待し よ う 。

志 垣 監 督
に 聞 く

勝 利  ・  結 果  ・  数 字 に 貪 欲 に

3 1

－

3 8節

（ ９ 月

1 4日 ～

1 1月

1 0日 ）
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  美 祢 市　 市 全 域 が 「 世 界 ジ オ パ ー ク 」 の 国 内 候 補 地 と し て 推 薦 さ れ て い る 美 祢 市 で 、 夏 頃 に ユ ネ ス コ に よ る 現 地 審 査 が 予 定 。 ９ 月 に 南 米 チ リ で 協 議 が 行 わ れ る 。

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。
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　 「 ５ ゴ ー ル ５ ア シ ス ト 」 を 昨 季 の 目 標と し て 臨 み ま し た が 、 達 成 は な ら ず 。 ただ 、 プ ロ １ 年 目 で 多 く の 試 合 に 絡 め た こと で 、 多 く の 経 験 が で き た の は 成 長 に つな が る の で 良 か っ た と 思 っ て い ま す 。　
昨 季 で 印 象 に 残 っ て い る 試 合 は 、 プ ロ

初 ゴ ー ル が 決 勝 弾 に な っ た 藤 枝 Ｍ

YＦ Ｃ

戦 （ 第

1 6節 ） で す 。

　
自 身 の 課 題 は 「 得 点 力 」  。 ど ん な 体

勢 、 場 面 で も ゴ ー ル に ね じ 込 む た め 、 武器 で も あ る ド リ ブ ル で 前 へ 前 へ と 推 進 して い く こ と を 磨 い て い き ま す 。　
声 援 で 後 押 し し て く だ さ る サ ポ ー タ ー

の 皆 さ ん の 存 在 は 大 き か っ た で す 。

 〝 こ

の 先 の 景 色 〞 を 見 せ て あ げ ら れ る よ うに 、 日 々 の 練 習 か ら 頑 張 っ て い き ま す ！　
今 シ ー ズ ン も 応 援 よ ろ し く お 願 い し ま

す ！ 　
昨 季 は 、 個 人 で は 結 果 を 残 せ ま せ ん で

し た 。 ゴ ー ル や ア シ ス ト な ど 「 目 に 見 える 数 字 を 残 す 」 こ と が Ｆ Ｗ と し て の 評 価だ と 思 う の で 、 Ｆ Ｗ と し て は ０ 点 。 ただ 、 １ 年 間 ケ ガ 無 く ほ と ん ど の 公 式 戦 に出 場 で き た の は 良 か っ た 点 と 思 う の で 、総 合 的 に

5 0点 と い う の が 自 己 評 価 で す 。

　
印 象 に 残 っ て い る 試 合 は 、 ホ ー ム 開 幕

戦 （ ブ ラ ウ ブ リ ッ ツ 秋 田 戦 ）  。 み ら ス タ でレ ノ フ ァ の エ ン ブ レ ム を 背 負 っ て プ レ ーす る の は 子 ど も の 頃 か ら の 憧 れ だ っ た ので 、 特 別 な 瞬 間 で し た 。　
今 季 は ゴ ー ル 前 に 入 っ て い く ス ピ ー ド

や 、 点 を 取 れ る ポ ジ シ ョ ン を 狙 い 続 け るこ と を 改 善 し 、 目 標 を 達 成 で き る よ う 努力 を 続 け ま す 。 サ ポ ー タ ー の 声 援 を も らっ て １ 年 間 戦 い 抜 く こ と が で き ま す 。 皆さ ん と 共 に チ ー ム 一 丸 、 頑 張 り ま す ！

末 永 透 瑛 選 手 山 本 駿 亮 選 手

0 5 年 1 0 月 山 口 市 出 身 。 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ Ｕ

－ 1 2 → Ｕ － 1 5 → Ｕ － 1 8 を 経 て 、 2 4 年 か ら

レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ に 所 属 。 尊 敬 し て い る 選 手

は 、  同 ポ ジ シ ョ ン の 河 野 孝 汰 選 手 。

１ ９ ９ ９ 年 ３ 月 萩 市 出 身 。 高 川 学 園 高 、  徳 山

大  、  鹿  児  島  ユ  ナ  イ  テ  ッ ド Ｆ Ｃ  を  経  て  ２ ０ ２ ４  年  か

ら レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ に 所 属 。 自 身 の  「 武 器 」  や

「 見 て ほ し い 」 と こ ろ は  「 足 元 の 技 術 」 。

背 番 号 ： 3 8 　 ポ ジ シ ョ ン ： Ｆ Ｗ 背 番 号 ： 1 9 　 ポ ジ シ ョ ン ： Ｆ Ｗ

「  ど  ん  な  場  面 ・ 体  勢  で  も  ね  じ  込  む  」 「 目 に 見 え る 数 字 を 残 す 」
　
Ｊ １ 昇 格 の プ レ ー オ フ 圏 内 を 争 っ た 昨 季 （ ２ ０ ２ ４ シ ー ズ ン ） を 終 え

て の 心 境 や 、 自 身 が 掲 げ て い た 目 標 と 課 題 、 印 象 に 残 っ た 試 合 、 来 季
（

2 5シ ー ズ ン ） の 目 標 や サ ポ ー タ ー ・ フ ァ ン へ の メ ッ セ ー ジ を 、 攻 撃 の 最

前 線 を 担 う Ｆ Ｗ の 山 本 駿 亮 選 手 と 、 末 永 透 瑛 選 手 に 聞 い た 。山 本 選 手 、  末 永 選 手 に イ ン タ ビ  ュ  ー
山 口 県 出 身 、  期 待 の ２ 選 手
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河 野 康 志 会 頭

真 庭 孝 雄 理 事 長

座 談 会 出 席 者 （ 左 か ら 中 川 専 務 理 事 、 弥 政 会 長 、 河 野 会 頭 、 真 庭 理 事 長 、 佐 藤 理 事 長 ）

フ ァ ミ リ ー フ ェ ス  テ ィ バ  ー リ

　
新 し い 年 を 迎 え る に あ た り 山 口 商 工 会 議 所 は 、 次 代 を 担 う 若 手 経 済

人 ３ 人 と 河 野 会 頭 と の 座 談 会 を 企 画 。 こ れ か ら の 山 口 市 に つ い て 、 そし て 地 域 の 抱 え る 課 題 な ど に つ い て 、 意 見 を 交 わ し て も ら い ま し た 。
　
中 川

　
あ け ま し て お

め で と う ご ざ い ま す 。ま ず 、 各 団 体 の ス ロ ーガ ン や 重 点 事 業 、 地 域活 性 化 に 向 け た 取 り 組み な ど に つ い て 、 お 話し い た だ け ま す か 。　
河 野

　
商 工 会 議 所

（ 以 下 商 議 所 ） は 、 法
律 に 基 づ き 設 置 が 認 めら れ て い る 特 殊 法 人で 、 中 小 企 業 や 小 規 模事 業 者 を 支 援 す る 総 合経 済 団 体 で す 。 山 口 商

議 所 は 全 国 に ５ １ ５ あ る商 議 所 の 一 つ と し て 、 地元 の 商 工 業 者 の 意 見 を 集約 し 、 経 営 支 援 や 地 域 活性 化 、 政 策 提 言 な ど 幅 広い 活 動 を 展 開 し て い ます 。 現 在 は 、 中 小 企 業 ・小 規 模 事 業 者 の 支 援 と 交流 人 口 ・ 定 住 人 口 の 増 加を 重 点 課 題 と し 、 地 域 社会 が 直 面 す る 課 題 に 対 応す る と と も に コ ン パ ク トシ テ ィ の 実 現 に 向 け た 取り 組 み を 進 め て い ま す 。

　
私 は 会 頭 に 就 任 し て ９

年 目 を 迎 え ま し た が 、 時代 が 確 実 に 変 化 し て い るこ と を 実 感 し て い ま す 。今 回 は 、 皆 さ ん が 感 じ てい る こ と を 率 直 に 話 し 合い 共 有 す る こ と で 、 山 口市 の 将 来 に 向 け た 課 題 解決 へ の 議 論 が 深 ま る こ とを 期 待 し て い ま す 。　
弥 政

　
山 口 商 工 会 議 所

青 年 部 （ 以 下 山 口 Ｙ ＥＧ ） は 、 青 年 経 済 人 が 相互 研 さ ん し 、 企 業 の 発 展

と 豊 か な 地 域経 済 の 社 会 を築 く こ と を 目的 に 、 １ ９ ７８ 年 （ 昭 和
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年 ） に 設 立 され ま し た 。　
今 年 度 の ス

ロ ー ガ ン は「 共 想 〜 想 いを 紡 ぎ 、 未 来へ 歩 む 〜 」  。山 口 七 夕 ち ょう ち ん ま つ りや 山 口 祇 園 祭へ の 参 加 、「

1 2月 、 山 口

市 は ク リ ス マス市になる 。  」 事 業 での イ ル ミ ネ ーシ ョ ン 設 営 ・点 灯 式 等 に 取

り 組 む と と も に 、  「 家 族が 住 み や す い ま ち づ くり 」 と い う コ ン セ プ ト の下 、  「 フ ァ ミ リ ー フ ェ ステ ィ バ ー リ 」 も 主 催 し てい ま す 。　
真 庭

　
山 口 青 年 会 議 所

（ 以 下 山 口 Ｊ Ｃ ） は 、 今年 で 設 立

7 0周 年 を 迎 え ま

す 。 今 年 度 は 「 好 き です 、 山 口 」 と い う ス ロ ーガ ン を 掲 げ ま し た 。 メ ンバ ー に 「 山 口 市 の た め に一 生 懸 命 に 動 い て も ら いた い 、 そ の 経 験 を 糧 に 地域 の リ ー ダ ー に 育 っ て いっ て ほ し い 」 と の 思 い を込 め て い ま す 。　

7 0周 年 の 記 念 行 事 と と

も に 重 点 的 に 進 め た い のが 、 ２ ０ １ ９ 年 （ 令 和 元年 ） 以 降 中 断 し て い る 韓国 ・ 公 州 青 年 会 議 所 と の中 学 生 交 流 事 業 「 山 口 ・公 州 ジ ュ ニ ア 交 流 隊 」 です 。 子 供 の 頃 に 海 外 の 人た ち と 交 流 す る こ と で 山口 市 の 魅 力 に 気 付 き 、 さら に 好 き に な っ て も ら うき っ か け に も な る と 考 えて い ま す 。 ま た 、 地 域 伝統 の 神 事 ・ 行 事 へ の 参 画

は も ち ろ ん 、  「 青 空 天 国い こ い の 広 場 」 も 引 き 続き 実 施 す る 予 定 で す 。　
佐 藤

　
今 年 度 は 「 Ｂ ｅ

ｔ ｈ ｅ

　
ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 〜 活

動 の そ ば に 成 長 を 、 地 域を 照 ら す 光 と な る 」 を テー マ に 定 め ま し た 。 私 は第

4 9代 理 事 長 。 来 る

5 0周

年 へ の 準 備 を 、 着 実 に 進め て い き た い と 考 え て いま す 。　
大 き な 事 業 の 一 つ に 、

ふ し の 夏 ま つ り が あ り ます 。 こ の た め に 遠 方 か ら訪 れ る 人 も お り 、 記 憶 に残 り 「 ま た 来 た い 」 と 期待 し て い た だ け る よ う 、地 域 の 方 々 と 協 力 し な が

ら 運 営 し て い き た い 。
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月 に は 、 Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 のイ ル ミ ネ ー シ ョ ン 事 業も 、 ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ を図 り な が ら 開 催 し ま す 。　
中 川

　
で は 続 い て 、 私

た ち の 暮 ら す 山 口 市 の 未来 に つ い て 話 し て い き たい と 思 い ま す 。 河 野 会頭 、 い か が で し ょ う か 。　
河 野

　
私 が

3 0代 前 半 だ

っ た 頃 、 い わ ゆ る バ ブ ル時 代 を 経 験 し ま し た 。 その 後 は 東 京 一 極 集 中 が 進み 、 地 方 都 市 で は 人 口 ・仕 事 の 減 少 と い っ た 課 題が 深 刻 化 し て い ま す 。　
た だ 、 地 方 に は 大 都 市

と は 異 な る 魅 力 が あ り ます 。 人 が 溢 れ て い な い分 、 穏 や か に 暮 ら せ る 環境 、 独 自 の 空 間 と 時 間 の過 ご し 方 が あ る の で す 。　
山 口 市 は 、 海 や 山 に 恵

ま れ 、 一 次 産 業 か ら 三 次産 業 ま で 揃 っ た 多 様 性 のあ る 街 で す 。 食 べ 物 も 豊か で 、 本 当 に 素 晴 ら し い場 所 で す 。 周 辺 の ７ 市 町と 連 携 を 深 め て い く こ とで 、 よ り 豊 か な 未 来 を 築け る と 考 え て い ま す 。　
弥 政

　
一 昨 年 、 中 国 地

　
中 川

　
次 に 、 地 域 の 抱

え る 大 き な 課 題 で あ る 人口 減 少 に つ い て 、 そ れ ぞれ 考 え を お 聞 か せ く だ さい 。　
河 野

　
今 か ら

4 0年 後 、

国 内 人 口 は ９ ０ ０ ０ 万 人を 下 回 る と 推 計 さ れ て お

り 、 多 方 面 で 深 刻 な 影響 が 出 る こ と が 考 え られ ま す 。 山 口 市 の 人 口も 、 こ れ ま で は 中 心 部の 増 加 が 周 辺 部 の 減 少を カ バ ー し て い ま し たが 、 近 年 で は 全 体 的 に減 少 傾 向 （ ５ 面 へ ）

し た 」  「 連 れ て 行 っ て もら っ た 飲 食 店 に ま た 行 った 」 な ど と 聞 き 、 山 口 市が 魅 力 あ る 街 で あ る こ とを 肌 で 感 じ ま し た 。　
真 庭

　
「 寂 れ て し ま っ

た 」 と 聞 く こ と も あ り ます が 、 私 自 身 は 地 元 を

1 0

年 ほ ど 離 れ 戻 っ て き て「 元 気 だ な 」 と 感 じ ま した 。 そ う 思 え る の も 、 歴史 あ る 祭 り を こ の 時 代 まで 繋 い で 残 し て い る か

ら 。 祭 り の 継 続 に は 奉仕 の 心 が 大 切 で す 。 新し く 山 口 市 に 来 ら れ た人 に も 参 画 し て も ら いた い 。 祭 り が 元 気 に 続い て い く こ と に よ っ て活 気 あ る 街 と な る の では な い で し ょ う か 。　
佐 藤

　
私 は 広 島 の 出

身 で す 。  〝 よ そ 者 〞 目線 で 見 る と 山 口 市 は 、さ ま ざ ま な 機 能 や 施 設が バ ラ ン ス よ く 整 備 され て い る 街 だ と 感 じ ます 。 た だ 、  「 こ こ に 行っ た ら こ う い う こ と もで き る し 、 あ あ い う こと も で き る 」 に は な って い ま せ ん 。 そ の よ うに 多 目 的 化 さ せ る 工 夫を 、 わ れ わ れ Ｊ Ｃ や ＹＥ Ｇ が 補 っ て い け たら 。 地 域 の 各 団 体 と も協 力 し 合 い な が ら 、 単発 で は な く 未 来 に 繋 がる 活 動 を し て い け た らと 思 い ま す 。

方 か ら 約 ２ ００ 人 の 青 年 部会 員 を 山 口 市に 招 い て 大 会を 実 施 。 す ると 昨 年 の 中 国ブ ロ ッ ク 大 会の 際 に 「 あ の後 山 口 に 行 きま し た 」 と 、数 十 人 の 方 から 声 を か け られ ま し た 。「 家 族 で 訪 問

河 野

 康 志

 

（ 山 口 商 工 会 議 所 会 頭 ）

弥 政

 勇 作

 （ 山 口 商 工 会 議 所 青 年 部 会 長 ）真 庭

 孝 雄

 

（ 山 口 青 年 会 議 所 理 事 長 ）
佐 藤

 光

 

（ 吉 南 青 年 会 議 所 理 事 長 ）
中 川

 孝

 （ 山 口 商 工 会 議 所 専 務 理 事 ）

座 談 会 出 席 者

河 野 会 頭 と 若 手 経 済 人 ３ 人 が 意 見 交 換

山 口 商 工 会 議 所 新 春 座 談 会

地 域 課 題  ・  人 口 減 と 公 共 交 通

→ １ ６ １ カ 国 が 参 加 予 定 。 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 関 連 し た 展 示 、 空 飛 ぶ ク ル マ な ど の 最 先 端 技 術 を 体 感 で き る 。 公 式 キ ャ ラ ク タ ー は 「 ミ ャ ク ミ ャ ク 」 。
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弥 政 勇 作 会 長

佐 藤 光 理 事 長

青 空 天 国 い こ い の 広 場

ふ し の  夏 ま つ り

（ ４ 面 か ら ）

で す 。

　
人 口 減 少 は 税 収 の 減

少 を も た ら し 、 社 会 イン フ ラ の 整 備 が 難 し くな る 可 能 性 が あ り ます 。 例 え ば 、 国 道 ９ 号線 の 宮 野 か ら 木 戸 山 に抜 け る 幹 線 道 に お いて 、 台 風 な ど に よ る 大雨 時 に は 事 前 通 行 規 制が 発 令 さ れ 、 一 般 通 行は も ち ろ ん 、 救 急 搬 送も で き な い 状 況 に な りま す 。 そ の よ う な 事 態を 生 じ さ せ な い た め にも 、 都 市 間 を 結 ぶ 幹 線道 路 の 維 持 を 国 土 交 通省 に 働 き か け る な ど 、地 域 を 守 る た め の 努 力が 必 要 で す 。　
住 み よ い 地 域 社 会 を

維 持 す る に は 、 あ る 程度 の 人 口 集 積 が 求 め られ ま す 。 都 市 機 能 を 維持 す る た め に 住 む 場 所の 集 約 化 を 進 め つ つ 、一 次 産 業 に お け る 効 率的 な 生 産 が 可 能 な 地 域を 活 用 す る な ど 、 適 切な 住 み 分 け を 考 え る 必要 が あ り ま す 。 ま た 、技 能 実 習 生 を は じ め とす る 外 国 人 の 積 極 的 な受 け 入 れ に も 、 重 要 課題 と し て 向 き 合 う べ きで し ょ う 。　
弥 政

　
人 口 減 少 の ス

ピ ー ド 感 を 少 し で も 緩

め て い く に は 、 若 者 の 流出 を 食 い 止 め る こ と が 重要 な カ ギ に な る の で は と考 え ま す 。 ま た 、 出 生 率向 上 も 解 決 策 の 一 つ 。「 子 供 を 産 ま な い 」 選 択も で き る 多 様 性 の 時 代に 、  「 産 む 」 選 択 を し た夫 婦 が ２ 〜 ３ 人 目 を 育 てや す い 環 境 を 行 政 ・ 民 間が 力 を 合 わ せ て フ ォ ロ ーア ッ プ 。 子 育 て 世 代 が 暮ら し や す く 、 若 い 世 代 がＵ タ ー ン し や す い 街 づ くり を す る こ と が 、 人 口 減へ の 対 策 に な る の で は ない で し ょ う か 。　
真 庭

　

2 3年 （ 令 和 ５

年 ） の 人 口 動 態 統 計 に よる と 、 山 口 県 の 合 計 特 殊出 生 率 は 全 国 で

1 0位 と 上

位 に 入 っ て い ま す 。 ただ 、 大 都 市 に 移 り 住 む 人の 多 さ が 、 山 口 市 の 人 口

山 口 市 に Ｕ タ ー ン し て くる 人 を 増 や す き っ か け づく り に な る の で は と 思 いま す 。　
佐 藤

　
若 い 人 た ち か ら

は 「 山 口 市 に ど ん な 企 業が あ る の か 知 ら な い 」 とい う 声 が 聞 か れ ま す 。 幼少 期 の 思 い 出 は 将 来 に も残 り 続 け る も の 。 そ こで 、 小 中 高 生 は も ち ろん 、 未 就 学 児 を 対 象 に 仕事 を 知 っ て も ら う た め のイ ベ ン ト を 開 催 す る こ とが 、 山 口 市 で 職 場 を 選 ぶき っ か け づ く り に な る と考 え ま す 。　
ま た 、 た だ 人 を 集 め る

だ け の 施 策 を 打 つ の で はな く 、  「 山 口 市 で は こ んな こ と を や り ま す 」  「 こん な 市 に し て い き ま す 」と い う 考 え を 明 ら か に すれ ば 、 共 感 す る 人 が 集 まり 、 山 口 市 に 住 み た い 人が あ る 程 度 増 え て く る ので は 。　
中 川

　
で は 、 も う 一 つ

の 地 域 課 題 、 公 共 交 通 につ い て は い か が で し ょ うか 。　
河 野

　
徳 地 地 域 で Ａ Ｉ

デ マ ン ド シ ス テ ム を 活 用

し た 乗 り 合 い 予 約 運 行 の実 証 実 験 が 始 ま っ て い ます 。 今 後 、 人 が 集 ま る 地域 で は 定 時 運 行 型 を 維 持し 、 人 口 の 少 な い 地 域 では デ マ ン ド 型 に 移 行 す るな ど 、 持 続 可 能 な 交 通 のあ り 方 を 議 論 し て い く 必要 が あ り ま す 。　
地 域 の さ ま ざ ま な 課 題

に つ い て は 、 短 期 的 な 視点 だ け で な く 長 期 的 な 視野 で 取 り 組 む こ と が 重 要で す 。 日 々 の 事 業 活 動 の中 で も 、 人 口 減 少 や 公 共交 通 の 課 題 を 意 識 し な がら 行 動 し て い た だ き た いと 考 え ま す 。　
弥 政

　
車 を 運 転 し て い

て バ ス と 横 並 び に な っ たと き 、 乗 客 の 少 な さ に 驚き ま し た 。 必 要 と さ れ ると こ ろ に 必 要 な 路 線 を つく る こ と が 大 事 だ と 思 いま し た 。 ま た 新 幹 線 が 遅延 し ま す と 、 山 口 線 に うま く 乗 り 継 げ な い こ と もあ り ま す 。 新 山 口 駅 か ら湯 田 温 泉 に 観 光 客 を 誘 致す る た め に も 、 イ ン フ ラ整 備 は 重 要 事 項 だ と 考 えま す 。　
真 庭

　
自 由 に 車 の 運 転

が で き る う ち は 不 便 を 感じ る こ と も 少 な く 、 公 共交 通 に 対 し て あ ま り 意 見は 出 て こ な い の で し ょ うが 、 運 転 が 難 し く な っ て

く る と 状 況 は 変 わ り ます 。 山 口 商 議 所 で 公 共 交通 に 関 す る ア ン ケ ー ト をと ら れ て い た よ う に 、 日頃 か ら 関 心 を 持 つ き っ かけ を つ く る こ と が 大 事 だと 思 い ま す 。　
佐 藤

　
県 外 に 行 こ う と

す れ ば 新 幹 線 も 通 っ て いて 、 隣 接 市 に 空 港 も あり 、 本 数 は 限 ら れ て い るも の の 在 来 線 も あ り ます 。 車 は 便 利 で は あ り ます が 、 雨 の 日 は 渋 滞 が 発生 し 事 故 も 起 こ り や す いと の 短 所 も あ り ま す 。 うま く 使 い 分 け が で き る よう な 整 備 が 必 要 で し ょう 。　
中 川

　
で は 最 後 に 、 次

代 を 担 う 若 手 経 済 人 と して の 「 想 い 」 を 伺 い ます 。　
弥 政

　
日 本 商 工 会 議 所

か い 離 し な い よ う に する こ と が 重 要 で す 。　
中 小 零 細 企 業 は 地 域

社 会 を 支 え る 基 盤 で あり 、 こ れ を 守 る た め の提 言 を ま と め る こ とが 、 私 た ち の 喫 緊 の 課題 で す 。 未 来 を 見 据え 、 共 に 課 題 に 真 摯 に向 き 合 い 、 地 域 社 会 をよ り 良 い 方 向 へ 導 い てい き ま し ょ う 。　
中 川

　
皆 様 、 あ り が

と う ご ざ い ま し た 。 今

青 年 部 会 長 の 言 葉 「 継ぎ ・ 紡 ぎ ・ 繋 げ る 」 に 共感 し ま し た 。 先 代 か ら 受け 継 い だ も の を 自 分 た ちが 織 り 合 わ せ て 紡 ぎ 、 それ を さ ら に 次 の 世 代 に 繋げ て い く と い う 意 味 。 青年 部 は 役 職 が 単 年 度 制 であ り 、  「 想 い 」 の 継 承 が難 し い 組 織 で は あ る の です が 、 先 輩 方 が つ く ら れて き た も の を 継 い で 、 紡い で 、 そ し て 繋 げ て いく 。 商 議 所 本 体 や 行 政 とも し っ か り と 連 携 を 図 りな が ら 、 好 循 環 な 地 域 経済 を 創 出 で き る よ う に した い と 考 え て い ま す 。　
真 庭

　
山 口 市 に も さ ま

ざ ま な コ ミ ュ ニ テ ィ ー があ り 、 考 え 方 も 多 様 です 。 た だ 、 所 属 は 異 な って い て も 、 山 口 市 の 人 や街 が 好 き で 、 よ り よ く した い と い う 思 い を 抱 え てい る 部 分 は 共 通 し て い るは ず 。 こ れ か ら 山 口 Ｊ Ｃが ど ん な こ と が で き る か考 え て い る と こ ろ で すが 、 そ の 中 で も 「 一 番 に山 口 市 の こ と が 好 き で ある 」 と 言 え る 、 好 き だ から こ そ 己 を 捨 て て 、 街 の

て い ま す 。　
佐 藤

　
Ｊ Ｃ は 、

4 0歳 で

卒 業 す る こ と が 決 め ら れて い ま す 。 期 間 が 限 定 され て い る 中 で 何 が で き るか 、 単 に こ な し て い く ので は な く 目 的 意 識 を も って 向 き 合 い 、 自 分 た ち の取 り 組 み で 変 化 を 生 み 出し 「 変 わ っ た の で は なく 、 自 分 た ち が 変 え た んだ 」 と 胸 を 張 っ て 言 え る組 織 で あ り た い で す 。　
し っ か り と 未 来 に バ ト

ン を 繋 い で い け る よ う 、山 口 市 で 活 動 す る 者 と して 、 何 か し ら 地 域 に 良 いき っ か け を も た ら せ る よう な 取 り 組 み を し た い と思 い ま す 。  「 失 敗 し て も良 い 組 織 」 だ と 言 わ れ てい ま す の で 、 色 々 と チ ャレ ン ジ し な が ら 前 に 進 んで い き た い で す 。　
中 川

　
こ れ ま で の 話 を

聞 か れ て い か が で し ょ うか 。 最 後 に 、 会 頭 か ら 一言 お 願 い し ま す 。　
河 野

　
各 種 統 計 デ ー タ

を 見 ま す と 、 例 え ば 賃 金に 関 し て は 、 大 手 企 業 が中 心 の 日 本 経 済 団 体 連 合会 の 調 査 で は 賃 上 げ の 好調 な 数 字 が 示 さ れ て い ます 。 し か し 、 山 口 商 議 所が 管 内 の 中 小 企 業 や 小 規模 事 業 者 を 対 象 に 行 っ た調 査 で は 、 大 手 企 業 と は異 な る 厳 し い 経 営 の 実 態が 浮 か び 上 が っ て い ます 。　
商 議 所 は 、 中 小 零 細 企

業 の 実 情 を 把 握 し 、 政 策提 言 を 行 う 役 割 を 担 っ てい ま す 。 こ の 実 態 を 正 確に 訴 え か け る こ と で 、 必要 な 施 策 が 現 場 の 課 題 と

後 も お 互い に 協 力し あ い なが ら 、 地域 や 経 済の 活 性 化に 取 り 組ん で い けれ ば と 思い ま す 。本 年 も どう ぞ よ ろし く お 願い 申 し 上げ ま す 。

減 少 の 要 因 の一 つ で は な いか と 感 じ て いま す 。 抜 本 的な 対 策 に は なら な い か も しれ ま せ ん が 、今 の 子 供 た ちに 山 口 市 で 思い 出 に 残 る よう な 特 色 あ る経 験 を さ せ てあ げ る こ とが 、 長 期 的 に

た め 、 人 の ため に 動 け る 団体 で あ り たい 。 過 去

7 0年

に わ た っ て 先人 た ち が 故 郷に か け て き た思 い を 繋 いで 、 胸 を 張 って 「 山 口 市 が好 き だ 」 と 言え る リ ー ダ ーを 輩 出 し て いき た い と 考 え

  社 　 　 会　 ４ 月 １ ３ 日 （ 日 ） か ら １ ０ 月 １ ４ 日 （ 火 ） ま で 、 ２ ０ ２ ５ 年 大 阪 ・ 関 西 万 博 が 大 阪 市 此 花 区 の 夢 洲 で 開 催 さ れ る 。 「 い の ち 輝 く 未 来 社 会 の デ ザ イ ン 」 を テ ー マ に →



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ 日 ㈬ 　 ６サ ン デ ー 山 口

 周 　 　 年 Ｎ Ｈ Ｋ ラ ジ オ 第 １ 放 送 が 、 １ ９ ２ ５ 年 ３ 月 ２ ２ 日 の 放 送 開 始 か ら １ ０ ０ 年 。 「 １ ０ ０ 人 イ ン タ ビ ュ ー 」 な ど 、 記 念 企 画 や 番 組 の 放 送 が 予 定 さ れ て い る 。

山 口 市 朝 田 ９ ２ ８- １
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ３ ４ -  ５ ３ ０ １
F A X ： ０ ８ ３ -  ９ ３ ４ -  ５ ３ ０ ２
h t t p s: / / w w w. o s u mi- g r o u p.j p /

【 会 社 概 要 】 お お す み グ ル ー プ は 、  昨 年
1 0  月 ㈱ 大 隅 タ ク シ ー と ㈱ 大 隅 が 合 併 し 新
生  「 ㈱ お お す み 」 と な り ま し た 。  引 き 続
き 人 が 主 体 の 人 間 創 造 企 業 を 目 指 し ま す 。

お お す み グ ル ー プ
代 表 取 締 役 ＆  C E O

大 隅 正 和

さ ん

復 活 ・ 再 生 の 年 〜 地 域 共 栄よ り そ う 力 で 前 へ 〜【 今 年 の 抱 負 】

コ ロ ナ 禍 か ら の 事 業 の 完 全 復 活 と

再 生 を 遂 げ る 年 と 位 置 付 け 、  「 〜 地 域 共 栄

　
よ り

そ う 力 〜 」 を 経 営 方 針 と し 、 快 適 ・ 安 全 ・ 安 心 をモ ッ ト ー に ス マ ー ト な サ ー ビ ス を 提 供 致 し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

お お す み グ ル ー プ は 、 市 民 の 皆

様 の 「 足 」 と な る 「 大 隅 タ ク シ ー 」  、 貸 切 バ ス や旅 行 事 業 を 取 扱 う 「 お お す み 観 光 」  、 葬 儀 施 行 や終 活 を 含 め 事 前 相 談 等 も お 引 き 受 け す る 「 お お すみ 会 館 」 を 展 開 し て い ま す 。 ま た 、 本 年 ３ 月 に 山口 市 大 内 地 区 に 新 た に 「 お お す み 会 館 大 内 」 を オー プ ン 予 定 で す 。 市 民 の 皆 様 に お 寛 ぎ い た だ け る葬 送 空 間 を ご 提 供 致 し ま す 。

山 口 県 長 門 市 東 深 川 ２ ５ ３ ７- １
T E L ： ０ ８ ３ ７ -  ２ ２ -  ３ ３ ５ ５
F A X ： ０ ８ ３ ７ -  ２ ２ -  ４ ５ ４ ４
h t t p s: / / f uji mi t s u.j p

【 会 社 概 要 】 創 業 １ ３ ８ 年 の 伝 統 と 技 術 を
駆 使 し た 総 合 食 品 創 造 企 業 と し て 、 「 食 」
の 創 造 と 挑 戦 を し 続 け て い ま す 。

フ ジ ミ ツ 株 式 会 社
代 表 取 締 役 会 長 兼 社 長

藤 田 雅 史

さ ん

変 化 に 対 応 し 、 変 化 に 勝 つ【 今 年 の 抱 負 】

工 場 部 門 の 運 用 改 善 を 完 成 さ せ 、

平 準 化 を 図 り 従 業 員 に 喜 ん で い た だ け る 業 務 に する と と も に 、 中 国 ・ イ ン ド な ど 海 外 企 業 と の 技 術協 力 に よ る 新 規 事 業 に チ ャ レ ン ジ し て い き ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

明 治

2 0年 創 業 の 弊 社 は 今 年 で １

３ ８ 年 を 迎 え ま す 。 原 料 高 や エ ネ ル ギ ー 高 な ど 経営 環 境 が 大 き く 変 化 す る 中 「 お 客 様 に 喜 ん で も らえ る 商 品 」  「 お 客 様 か ら 期 待 さ れ る 企 業 」 の 軸 はぶ れ る こ と な く 、 変 化 に 対 応 で き る 強 い 企 業 像 を目 指 し 、  「 や っ ぱ ー フ ジ ミ ツ や の 〜 」 と 言 っ て いた だ け る よ う 頑 張 り ま す の で 、 本 年 も ご 愛 顧 の ほど よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 大 内 長 野 4 6 2- 1
T E L ： 0 8 3- 9 2 7- 1 1 0 0
h t t p s: / / y u d a. c o.j p

【 会 社 概 要 】
〈 営  業  所 〉 山 口 、  田 布 施 、  広 島 、 岡 山
〈 関 連 会 社 〉 ㈱ ゆ だ  L  ＆  F サ ー ビ ス
〈 社  員  数 〉 2 2 9  人
〈 車  両  数 〉 1 6 6  台

株 式 会 社 ゆ だ
代 表 取 締 役 社 長

河 本 善 邦

さ ん

時 代 の 変 化 に 対 応 す る ヒ ュー マ ン ロ ジ ス テ ィ ク ス【 今 年 の 抱 負 】

今 年 の 干

え

支
と

は 乙
き の

巳 と み

で す 。 乙 は 成 長

の 始 ま り を 意 味 し 、 巳 は 再 生 や 変 化 を 象 徴 し ます 。 こ う し た 意 味 を 踏 ま え 、 努 力 を 重 ね 物 事 を 安定 さ せ る 年 と さ れ て い ま す 。 運 送 業 界 で は ２ ０ ２４ 年 問 題 に よ り 多 く の 課 題 が 浮 き 彫 り と な り 、 当社 で は 労 働 時 間 管 理 強 化 、 給 与 制 度 見 直 し 、 職 場環 境 整 備 を 進 め ま し た 。 今 年 は こ れ ら を 深 化 ・ 強化 し 、 社 員 が 安 心 し て 働 け る 職 場 を 目 指 し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

地 域 社 会 と の 共 生 を 大 切 に 、 地

元 イ ベ ン ト へ の 参 加 や レ ノ フ ァ 山 口 の 支 援 を 通 じて 地 域 貢 献 に 努 め て い ま す 。 今 後 も 信 頼 さ れ る 企業 と し て 、 誠 実 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

山 口 市 後 河 原 １ ６ ０
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ２ ３ -  ５ ７ ２ ７

【 組 織 概 要 】2 0 0 6 （ 平 成 1 8 ） 年  9  月 1 日 設 立 、
2  年 後 の  1 2  月  2  日 に  N P O  と し て 認 可 。  山
口 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 年 度 ロ ー タ リ ー 賞 、  第
2 1  回 読 売 山 口 メ セ ナ 大 賞 、  第  5  回 山 口 市 景
観 賞  「 ま ち な み 形 成 活 動 部 門 」  最 優 秀 賞 の ほ
か 、  山 口 市 長 か ら 感 謝 状 を 授 与 さ れ ま し た 。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 亀 山 公 園 を 愛 し 育 て る 会
理 事 長 ／ 元 山 口 市 副 市 長

吉 田 正 治

さ ん

天 気 の 良 い 日 は 亀 山 へ 行 こ う【 今 年 の 抱 負 】

亀 山 は 四 季 折 々 の 花 木 が 楽 し め ま

す 。 特 に ６ 月 頃 の ア ジ サ イ 、

1 1月 頃 の イ ロ ハ モ ミ

ジ と ツ ワ ブ キ は お 勧 め で す 。 さ ら に 、 ボ ラ ン テ ィア に よ っ て き れ い に 清 掃 さ れ て お り 、 い つ 行 っ ても 安 心 し て 楽 し め ま す 。 今 年 も ア ジ サ イ の 植 樹 、山 頂 広 場 で の 音 楽 演 奏 （ 年 ２ 回 ） を 開 催 し 、 親 しま れ る 亀 山 公 園 づ く り に 取 り 組 み ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

亀 山 は 山 頂 に 芝 生 広 場 が あ り 、

山 口 市 内 の 風 景 が 見 渡 せ ま す 。 ま さ に 、 体 と 心 が整 え ら れ る 場 所 で す 。 遊 歩 道 や ト イ レ も 整 備 さ れて い ま す 。 ぜ ひ 、 亀 山 お よ び 周 辺 （ 亀 山 ふ れ あ い広 場 ） へ 、 ご 家 族 や お 友 達 と お 越 し く だ さ い 。

【 今 年 の 抱 負 】

今 年 は 令 和 も ７ 年 目 に 入 り ま す 。

時 の 流 れ は 速 い で す が 、 今 年 も 心 身 の 健 康 に 留 意し な が ら 、 従 業 員 と 共 に 一 歩 ず つ 、 関 わ る 皆 さ んに 満 足 し て い た だ け る よ う な サ ー ビ ス を 提 供 し てい き た い と 思 っ て い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

税 理 士 業 界 で も 一 昨 年

1 0月 か ら

始 ま っ た イ ン ボ イ ス 制 度 や 電 子 帳 簿 保 存 法 へ の 対応 な ど 、 こ れ ま で に な い よ う な 変 化 も 起 こ っ て きて い ま す 。 当 事 務 所 は こ れ ら の 変 化 に も 常 に 適 切に 対 応 し 、 か か わ る お 客 様 が 安 心 し て 経 営 に 専 念で き る よ う サ ポ ー ト し て ま い り ま す 。 相 続 ・ 贈 与の ご 相 談 に も 積 極 的 に 対 応 し て い ま す 。

山 口 市 中 市 町 1- 3 3 （ 一 の 坂 川 沿 い ）
T E L ： 0 8 3- 9 2 8- 1 6 6 3
h t t p s: / / w w w. t a x t a k a h a s hi.j p /

【 会 社 概 要 】 一 般 企 業 在 職 中 に 取 得 し た
税 理 士 資 格 を 生 か す べ く 故 郷 の 山 口 市 に
２ ０ １ ０  年  に  帰  山  。  ゼ  ロ  か  ら  事  務  所  を  立  ち
上 げ 地 歩 を 築 く 。 主 な 業 務 は 会 社 ・ 個 人 事
業 サ ポ ー ト 、  相 続 ・ 贈 与 申 告 な ど 。

高 橋 克 行 税 理 士 事 務 所
代 表

高 橋 克 行

さ ん

本 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願い し ま す

山 口 市 天 花 1- 2- 7
T E L ： 0 8 3- 9 3 4- 3 3 1 2
F A X ： 0 8 3- 9 3 4- 3 3 6 0
h t t p s: / / s ai k o u t ei.j p

【 施 設 概 要 】 約 １ ２ ０ 年 間 続 い た 料 亭 「 祇
園 菜 香 亭 」 を 移 築 復 元 し 、 2 0 0 4 （ 平
成  1 6 ）  年 に 開 館 。  観 光 拠 点 、  市 民 の
文 化 ・ 交 流 施 設 と し て の 役 割 を 担 い ま す 。

山 口 市 菜 香 亭
館 長

岡 部 達 矢

さ ん

オ ー セ  ン  テ  ィ  ッ  ク 山 口 を 体 感で き る 歴 史 空 間  へ  ど う ぞ【 今 年 の 抱 負 】

脱 皮 し な が ら 成 長 し 続 け る 「 巳 」

の よ う に 、 少 し ず つ 充 実 し て い く 菜 香 亭 と な る よう 、 職 員 一 同 、 笑 顔 の ご 案 内 サ ー ビ ス に 努 め て まい り ま す 。 本 年 も 宜 し く お 願 い い た し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 年 の 開 館

2 0周 年 に お き ま し て

は 、 皆 様 か ら の エ ー ル な ら び に 記 念 事 業 に ご 参 加い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 新 た な

1 0年

は 「 オ ー セ ン テ ィ ッ ク （ 本 物 ） を 体 感 で き る 山 口市 菜 香 亭 」 が テ ー マ 。 新 年 は 小 学 生 に よ る 「 ２ ０２ ５ 年 を 漢 字 一 字 で 表 す 書 道 展 」 か ら ス タ ー ト しま す 。 学 習 会 、 貸 館 、 記 念 撮 影 、 会 食 な ど 、 多 くの ご 利 用 も 心 よ り お 待 ち し て い ま す 。

山 口 市 下 竪 小 路 1 1 2
T E L ： 0 8 3- 9 0 2- 1 6 8 8
h t t p s: / /ji p p o t ei-i s hi n k a n.j p /

【 施 設 概 要 】 江 戸 時 代 に 下 竪 小 路 で 醤 油
醸 造 を 営 ん だ 豪 商 ・ 萬 代 家 か ら 、  市 が 貴
重 な 資 料 や 市 史 跡 を 含 む 建 造 物 を 譲 り 受
け 、 ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 に 開 館 し た 幕 末 歴 史 ミ
ュ ー ジ ア ム で す 。

十 朋 亭 維 新 館
館 長

内 山 秋 久

さ ん

幕 末 期 の 地 域 に 根 ざ し た 企画 展 や 参 加 型 イ ベ ン ト 開 催【 今 年 の 抱 負 】

幅 広 い 交 流 促 進 を 目 指 し て 、 当 館

の 周 知 や 利 活 用 に 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ます 。 幕 末 明 治 維 新 期 の 山 口 や 志 士 を 支 え た 人 々 にス ポ ッ ト を 当 て た 企 画 展 、 夏 休 み ワ ー ク シ ョ ッ プ等 の 親 子 で で き る 体 験 型 イ ベ ン ト も 開 催 し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

新 年 は １ 月 ４ 日 よ り 通 常 通 り 開

館 し ま す 。 四 季 折 々 に 美 し い 大 殿 地 域 の 散 策 を 兼ね て 、 史 跡 ・ 十 朋 亭 を は じ め と す る 歴 史 薫 る 建 物や 庭 園 を お 楽 し み く だ さ い 。 現 在 、 展 示 室 で は 久坂 玄 瑞 常 用 湯 呑 （ 実 物 ） な ど 萬 代 家 よ り 山 口 市 に寄 贈 さ れ た 茶 器 や 食 器 を 紹 介 す る 企 画 展 「 萬 代 家の 器 」 を 開 催 中 で す 。

伝 統 を 未 来 へ 繋 ぎ 、 あ な たの も の づ く り を 応 援 し ま す

山 口 市 下 竪 小 路 1 2
T E L ： 0 8 3- 9 2 8- 3 3 3 3
h t t p: / / y- d e n s h o. s bl o.j p /

【 会 社 概 要 】 明 治 初 め の 酒 造 建 築 が も の
づ く り の 館 と し て 甦 っ た 施 設 。 ふ る さ と の
産 業 、 文 化 の 伝 承 と 向 上 、 世 代 を 越 え て
も の づ く り の 楽 し さ を 伝 え て い き ま す 。

山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合
セ ン タ ー
館 長

小 山 哲 彦

さ ん

【 今 年 の 抱 負 】

昨 年 は Ｎ Ｙ タ イ ム ズ で の 山 口 紹 介

が 大 き な 効 果 を も た ら し 、 毎 日 お ぼ つ か な い 英 語を 使 う 場 面 も 増 え ま し た 。 こ の 界 隈 の 素 晴 ら し さを 広 く 発 信 し て い た だ く 機 会 を 得 た 事 を 大 切 に 、今 年 も 多 く の 皆 さ ん を お 迎 え し た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 セ ン タ ー は 多 く の も の づ く り

を 応 援 し て い ま す 。 伝 統 工 芸 で は 受 け 継 ぐ 事 に 限ら ず 新 し い 試 み を 、 各 教 室 で は 目 指 す も の を 形 にす る 喜 び 、 創 造 す る 楽 し さ を 伝 え た い と 考 え て いま す 。 年 始 は ６ 日  （ 月 ）  か ら 開 館 。  「 日 本 の 伝 統 を楽 し む 手 づ く り 凧 」 展 を 開 催 中 で す 。

2 6日  （ 日 ）  の

ワ ー ク シ ョ ッ プ も ご 予 約 お 待 ち し て い ま す 。

［ 本 社 ］ 山 口 市 道 場 門 前 1- 5- 1
T E L ： 0 8 3- 9 2 2- 2 7 0 0
h t t p s: / / w w w. s hi n ki n. c o.j p / h a gi y a m a g u c hi /

【 会 社 概 要 】
（ 設 　 　 　 立 ） １ ９ １ ９ 年 １ 月 １ ７ 日
（ 預 金 残 高 ） ２ １ ２ １ 億 ４ ７ ０ ０ 万 円
（ 貸 出 金 残 高 ）  ９ ８ ０ 億 ３ ３ ０ ０ 万 円
　 　 　 　 　 ※ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 末 現 在

萩 山 口 信 用 金 庫
理 事 長

椙 山 一 生

さ ん

豊 か で 活 力 の あ る地 域 社 会 づ く り に 貢 献【 今 年 の 抱 負 】

県 内 経 済 は 全 体 と し て は 緩 や か に

回 復 し て お り ま す が 、 先 行 き に つ い て は 、 欧 米 にお け る 高 い 金 利 水 準 の 継 続 や 、 物 価 上 昇 等 の 影 響に 注 視 す る 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 さ て 、 今 年 の干 支 で あ る 巳 年 は 、  「 成 長 」 や 「 変 革 」 の 年 で ある と い わ れ て い ま す 。 当 金 庫 は 豊 か で 活 力 の あ る地 域 社 会 づ く り に 貢 献 す べ く 、 地 域 の 皆 さ ま の 課題 解 決 に 向 け た 業 務 活 動 を 展 開 し て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

こ れ か ら も 地 域 の 皆 さ ま に 寄 り

添 い 、 役 職 員 一 同 、 地 域 の 成 長 、 活 性 化 に 尽 力 して ま い り ま す 。 引 き 続 き ご 愛 顧 の 程 、 よ ろ し く お願 い 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 桜 畠 2- 7- 2 5
T E L / F A X ： 0 8 3- 9 2 5- 0 0 7 0

【 会 社 概 要 】 0 4 （ 平  1 6 ） 年 に 開 業 。
山 口 県 立 大 学 旧 館 の 県 道 を 挟 ん だ 小 道
に 店 を 構 え る 和 菓 子 店 。 和 菓 子 一 級 技
能 士 の オ ー ナ ー が 作 る 、  季 節 感 あ ふ れ
る 品 の 良 い 上 生 菓 子 が 並 ぶ 。

宮 野 菓 庵  涼 の 郷
庵 主

寺 内 和 男

さ ん

日 本 の 伝 統 文 化「 和 菓 子 」  の 技 を 追 求【 今 年 の 抱 負 】

丁 寧 な 和 菓 子 作 り を し て い く た

め 、 引 き 続 き 〝 一 日 一 日 を 丁 寧 に 生 き る 〞 こ と を守 り た い と 思 い ま す 。 日 本 文 化 の 代 表 で も あ る 和菓 子 の 評 価 を 高 め て い く た め 、 初 心 を 忘 れ ず 伝 統を 重 ん じ て 、 自 身 の 技 を 日 々 磨 い て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

徳 地 や ま の い も や 栗 な ど 、 で き

る だ け 地 元 の 食 材 を 使 用 し 、 季 節 の 花 や 風 景 など 、 四 季 の う つ ろ い を 和 菓 子 に 込 め て 手 作 り し てい ま す 。 色 合 い ・ 風 味 に こ だ わ っ た お 菓 子 を 見て 、 食 べ て 、 季 節 を 感 じ て く だ さ い 。 関 西 を 中 心に 県 内 外 の お 客 様 か ら も ご 注 文 を い た だ い て お りま す 。 お 気 軽 に ご 来 店 ・ ご 注 文 く だ さ い ま せ 。



サ ン デ ー 山 口７ 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ 日 ㈬

 社 　 　 会 ６ 月 １ 日 、 刑 法 改 正 に よ り 従 来 の 懲 役 刑 と 禁 錮 刑 が 廃 止 さ れ 、 「 拘 禁 刑 」 が 導 入 。 受 刑 者 の 改 善 更 生 が 目 的 で 、 作 業 、 教 育 、 リ ハ ビ リ な ど が 行 わ れ る 。

藤 井 一 久

さ ん

地 元 山 口 の た め に 、そ し て 皆 様 の 幸 せ を 願 っ て【 今 年 の 抱 負 】

志 の 高 い 若 者 、 起 業 家 、 ベ ン チ ャ

ー 企 業 へ の 投 資 ・ 家 賃 協 力 等 を さ ら に 拡 充 し 、 地元 山 口 の 活 性 化 に 寄 与 で き れ ば と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

今 ま で お 世 話 に な っ た 多 方 面 の

方 々 か ら の リ ク エ ス ト に お 応 え し 、 令 和 元 年 に 設立 し た 会 社 で す 。 社 名 の エ ス ポ ル ト （ Ｅ Ｓ Ｐ Ｏ ＲＴ Ｅ ） の 意 味 は 、 フ ラ ン ス 語 の Ｅ Ｓ Ｐ Ｏ Ｉ Ｒ （ 希望 ） と Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ Ｅ （ 扉 ） を 掛 け 合 わ せ て 作 っ た 造語 で す 。 Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ Ｅ （ 扉 ） に は 「 不 動 産 」 を 重 ねて い ま す 。 希 望 の 扉 の 向 こ う へ … 。 エ ス ポ ル ト 不動 産 と 出 逢 っ た あ な た に 、 不 動 産 を 通 し て 幸 せ にな っ て も ら い た い と い う 思 い を 込 め て い ま す 。

山  口  市  中  央 ２ 丁 目 ２ 番 ７ 号
エ ス ポ ル ト テ ラ ス 白 石 小 前 ６ Ｆ
T E L ： 0 8 3- 9 4 1- 5 7 5 5
F A X ： 0 8 3- 9 4 1- 5 7 5 4
M AI L:i n f o @ e s p o r t e f u d o u s a n. c o.j p
h t t p s: / / e s p o r t e f u d o u s a n. c o.j p

【 会 社 概 要 】 不 動 産 コ ン サ ル テ ィ ン グ ・
宅 地 建 物 取 引 業 全 般

エ ス ポ ル ト 不 動 産 株 式 会 社
代 表 取 締 役

山 口 市 本 町 二 丁 目 ６ 番 ３ ２ 号
T E L ： 0 8 3- 9 2 9- 3 3 7 0
F A X ： 0 8 3- 9 2 9- 3 3 7 1
M AI L :  o ffi  c e k o m s @ y a h o o. c o.j p

【 組 織 概 要 】 取 扱 業 務 ： 不 動 産 ・ 商 業 登 記 、
遺 言 ・ 相 続 手 続 、 成 年 後 見 業 務 等 。 組 織 構 成 ：
資 格 者 ３ 名 、 ス タ ッ フ ４ 名 。

o f fi c e K O M S
司 法 書 士 ・ 土 地 家 屋 調 査 士 ・ 行 政 書 士 事 務 所
司 法 書 士 ・ 行 政 書 士

岡 本 修 一

さ ん

面 倒 な お 手 続 き 、  私 た ち がお 手 伝  い し ま す【 今 年 の 抱 負 】

昨 今 社 会 問 題 と な っ て い る 所 有 者

不 明 土 地 問 題 の 対 策 と し て 様 々 な 法 改 正 が な され 、 新 し い 制 度 も 始 ま っ て い ま す 。 私 た ち も 日 々知 識 を ア ッ プ デ ー ト し 、 依 頼 者 様 の 様 々 な ニ ー ズに 対 応 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 年 の ４ 月 か ら 、 相 続 登 記 が 義

務 化 さ れ た こ と は ご 存 じ で し ょ う か 。 令 和 ８ 年 の４ 月 か ら は 、 今 ま で 任 意 だ っ た 住 所 や 氏 名 の 変 更登 記 も 義 務 化 さ れ る こ と に な っ て い ま す 。 面 倒 だな 、 と 感 じ る 登 記 の お 手 続 き 、 戸 籍 等 の 取 得 か ら私 た ち が お 手 伝 い い た し ま す 。 お 気 軽 に ご 相 談 くだ さ い ！

伊 藤 勝 彦

さ ん

Ｓ Ｅ 経 験 の あ る 中 小 企 業 診断 士 が 企 業 の 省 力 化 を 支 援【 今 年 の 抱 負 】

物 価 高 騰 や 人 件 費 の 上 昇 な ど の 影

響 で 、 企 業 経 営 は 待 っ た な し の 変 革 を 求 め ら れ てい ま す 。 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 「 省 力 化 」 は 、そ の 変 革 の 有 効 な 選 択 肢 で す 。 当 社 で は 、 Ｓ Ｅ 経験 を 持 つ 中 小 企 業 診 断 士 が 、 企 業 の Ｄ Ｘ や デ ジ タル 化 を 支 援 し 、  「 省 力 化 」  の 実 現 を お 手 伝 い し て いま す 。 今 年 こ そ 、  「 省 力 化 」 を 実 現 し ま し ょ う ！【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 社 で は 創 業 支 援 も 行 っ て い ま

す 。 コ ロ ナ 禍 以 降 、  「 創 業 」 を 選 択 肢 に 考 え る 方が 増 え て い ま す 。 山 口 市 内 で 創 業 を お 考 え の 方 には 、 ま ず 山 口 商 工 会 議 所 の 「 山 口 起 業 カ レ ッ ジ 」受 講 を お 勧 め し ま す 。

山 口 本 社 ： 周 防 大 島 町 東 安 下 庄 2 8 1 1- 2 8
広  島  オ フ ィ ス  、 芦  屋  オ フ ィ ス
M AI L:i t o h @ si m pl e s y s t e m. c o.j p
C h a t w o r k ：i t o h k a t s u hi k o
h t t p s: / / w w w. si m pl e s y s t e m. c o.j p

【 会 社 概 要 】 起 業 ・ 経 営 ・ Ｄ Ｘ 支 援 、 Ｄ Ｘ
事 業  「 si m pl e R e c ® 」 、 ト ラ イ ワ ー ク ス
ジ ャ パ ン （ 株 ） 取 締 役

シ ン プ ル シ ス テ ム 株 式 会 社
代 表 取 締 役 　 中 小 企 業 診 断 士

山 口 市 小 郡 黄 金 町 2- 2 1 ス ク エ ア 新 山 口 9 F
T E L ： 0 8 3- 6 0 0- 0 3 3 1
F A X ： 0 8 3- 6 0 0- 0 3 3 5

【 会 社 概 要 】 1 9 8 7 （ 昭 和  6 2 ） 年 に ス
タ ー ト し た 会 社 で す 。

プ ル デ ン シ ャ ル 生 命 保 険
山 口 支 社
エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ ラ イ フ プ ラ ン ナ ー

城 戸 宣 彦

さ ん

愛 を お 預 か り す る 、  愛 を お届 け す る【 今 年 の 抱 負 】

保 険 業 界 に 転 職 し て

2 0年 目 と な り

ま し た 。 こ れ か ら も 感 謝 の 気 持 ち を 忘 れ ず 、 仕 事や 各 種 団 体 で の 活 動 を 通 じ て 、 社 会 貢 献 し て ま いり ま す 。 ま た 、 プ ラ イ ベ ー ト で は 昨 年 達 成 で き なか っ た ウ エ ス ト マ イ ナ ス ６ ㌢ を 今 年 は 必 ず 達 成 しま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

人 生 １ ０ ０ 年 時 代 と 言 わ れ る

中 、 相 続 対 策 、 老 後 の 資 産 形 成 や 介 護 保 障 な ど 、オ ー ダ ー メ イ ド で ご 提 案 さ せ て い た だ き ま す 。 お気 軽 に 〝 笑 わ せ る セ ー ル ス マ ン 〞 の 私 へ ご 相 談 くだ さ い 。

山  口  市  中  央 ４- ７- １ ７
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ２ １ -  ５ ７ ７ ７

【 会 社 概 要 】 湯 田 温 泉 に 自 家 源 泉 を 有 す
る 源 泉 か け 流 し の 温 泉 銭 湯 で す 。 一 般 公
衆 浴 場 で す の で 入 浴 料 は 大 人 が ４ ５ ０ 円 、
小  学  生 １ ６ ０ 円 、  幼  児 ８ ０ 円 。  ス チ  ー  ム
サ ウ ナ は 無 料 で す 。 年 中 無 休 、 朝 ８ 時 半
か ら 夜 １ ０ 時 半 ま で 営 業 し て い ま す 。

天 然 温 泉 　 清 水 湯
代 表 取 締 役

重 見 秀 和

さ ん

遠 く の 温 泉 よ り毎 日 入 れ る 清 水 湯 へ【 今 年 の 抱 負 】

昨 年 、 ご 縁 が あ り ま し て 天 然 温 泉

清 水 湯 の 事 業 を 承 継 し 約 １ 年 が 経 過 い た し ま す 。今 年 も 多 く の 市 民 の 方 に 熱 い 清 水 湯 を 楽 し ん で いた だ け る よ う 運 営 し て ま い り た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

山 口 市 は 山 陽 道 随 一 と い わ れ る

湯 田 温 泉 を 有 し て い ま す 。 毎 日 、 温 泉 に 入 れ る 環境 が 整 っ て お り 、 こ ん な あ り が た い こ と は な い です ね 。 温 泉 の 効 果 は い ろ い ろ あ り ま す が 、 山 口 市民 の 方 に は 毎 日 入 浴 さ れ て 健 康 に な っ て い た だ きた い で す ね 。 お 正 月 も 朝 ８ 時 半 か ら 夜

1 0時 半 ま で

営 業 し て お り ま す 。 熱 い 温 泉 、 ス チ ー ム サ ウ ナ 、水 風 呂 で 今 年 も と と の っ て 下 さ い ！

山 口 市 宮 野 上 6- 7
T E L ： 0 8 3- 9 3 2- 5 7 1 7
h t t p: / /li f e- c o n. n e t

【 会 社 概 要 】 2 0 0 4 （ 平 成 1 6 ） 年 に 開 業 。
主 な 業 務 は 、  組 織 の 活 性 化 や 社 員 教 育 、
よ り よ い 労 務 管 理 の 組 織 づ く り な ど 。

社 会 保 険 労 務 士 事 務 所
ラ イ フ コ ン サ ル
所 長 ／ 特 定 社 会 保 険 労 務 士

片 岡 貞 継

さ ん

開 業

2 0周 年 、 み な さ ま あ り

が と う ご ざ い ま す ！【 今 年 の 抱 負 】

今 年 は 週

2 0時 間 以 上 の パ ー ト 従 業

員 が 社 会 保 険 の 対 象 と な る 「 １ ０ ６ 万 円 の 壁 」 撤廃 に 向 け て の 大 事 な 準 備 期 間 の １ 年 と な り ま す 。社 会 保 険 に 加 入 し た 場 合 の パ ー ト 従 業 員 の 手 取 り額 の 増 減 や 会 社 の 新 た な 社 会 保 険 料 負 担 額 が ど うな る か な ど 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 最 適 な 働 き方 の ご 提 案 を い た し ま す 。
【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 年 は 新 事 務 所 へ 移 転 し 、 開 業

2 0周 年 を 迎 え て お り ま す 。 お 客 様 へ の 更 な る サ ー
ビ ス 向 上 と 有 益 な ご 提 案 が で き る よ う 、 職 員 一同 、 専 門 性 を 高 め て 参 り ま す の で 、 お 引 き 立 て を賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 大 内 問 田 ３- ２ ７- ２ ０
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ３ ２ -  ４ ５ ８ ７

【 会 社 概 要 】 １ ９ ９ ６ 年 創 業 、  2 0 1 5  年
法  人  化  。  イ  ベ  ン ト  に  お  け  る  テ  ン ト  や  ス  テ
ー ジ の レ ン タ ル と 会 場 設 営 、  地 鎮 祭 や テ
ー プ カ ッ ト な ど の セ レ モ ニ ー の お 手 伝 い
を 手 掛 け て い ま す 。 コ ロ ナ 禍 で 、  式 菜 フ
ァ ー ム と い う 農 業 部 門 を 立 ち 上 げ ま し た 。

式 祭 リ ー ス 株 式 会 社
代 表 取 締 役

西
　
隆 之

さ ん

今 年 も イ ベ ン ト の 会 場 設 営黒 に ん に く の 二 刀 流 だ ！【 今 年 の 抱 負 】

す っ か り コ ロ ナ 前 の 平 穏 を 取 り 戻

し 、 多 く の イ ベ ン ト も 開 催 さ れ て い ま す 。 そ れ でも コ ロ ナ で 苦 し め ら れ た こ と を 忘 れ ず に 、 日 々 邁進 し て い き ま す 。 黒 に ん に く の 売 り 上 げ も 好 調 を維 持 し て ま す 。 今 年 も 二 刀 流 で 全 力 投 球 で す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

黒 に ん に く は に ん に く の 栄 養 を

凝 縮 、 ア ル ギ ニ ン や ポ リ フ ェ ノ ー ル を 多 く 含 み 、さ ら に に ん に く 独 特 の 臭 い も 無 く な っ た 非 常 に 優れ た 食 品 で す 。 皆 様 の 健 康 増 進 に お 役 立 て く だ さい 。 野 菜 直 売 所 や 道 の 駅 、 ネ ッ ト で も 販 売 し て いま す 。 詳 細 は 式 典 の 『 式 』 に 野 菜 の 『 菜 』  、  『 式 菜フ ァ ー ム 』 で 検 索 し て く だ さ い 。

小 川 賢 浩

さ ん

共 存 同 栄 〜 地 域 と 共 に 〜【 今 年 の 抱 負 】

県 内 を 中 心 と し た 地 元 地 域 密 着 型

の 企 業 と し て 、 保 険 事 業 を 通 し て 地 域 の 発 展 に 寄与 す る と 共 に 、 地 域 と 共 に 繫 栄 し ま す 。
【 市 民 の 皆 様 へ 】

故 郷 を 愛 し 考 え 、 安 心 し て 暮 ら

せ る 街 づ く り や 、 明 る い 未 来 の 創 造 に 力 を 尽 く して い き た い と 思 い ま す 。 保 険 に つ い て は も ち ろ んの こ と 、 生 活 の 中 で の お 困 り ご と が あ り ま し た らお 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。  「 安 心 を も っ と ず っと 」 を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ と し て 、 常 に 寄 り 添 い 安心 の 伴 走 者 と し て し っ か り と サ ポ ー ト い た し ます 。 本 年 も 、 引 き 続 き ど う ぞ 宜 し く お 願 い 申 し 上げ ま す 。

山 口 市 吉 敷 下 東 ４- 2 2- ３
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ２ ２ -  ６ ６ ５ ５
F A X ： ０ ８ ３ -  ９ ２ ２ -  ６ ６ １ １
M AI L :  y y o 1 0 5 @ s ol eil. o c n. n e.j p

【 組 織 概 要 】 山 口 市 吉 敷 で 父 親 が 保 険 代
理 店 を 始 め て ２ 代 目 。  人 と 人 と の つ な が
り を 大 切 に 考 え 、  地 域 振 興 の た め に 力 を
尽 く す こ と が 喜 び 。

株 式 会 社 小 川 保 険
代 表 取 締 役 社 長

山 口 市 大 内 氷 上 ３ 丁 目 1- 5 4
T E L ： 0 8 3- 9 2 5- 3 7 8 6

【 会 社 概 要 】 住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム  「 太
美 ち ゃ ん ホ ー ム 」 、  訪 問 介 護 障 害 福 祉 ・
重 度 訪 問 介 護 の 「 た み ち ゃ ん ヘ ル パ ー
ス テ ー シ ョ ン 」 、 グ ル ー プ ホ ー ム  「 お い
で ま せ 」 を 運 営 。

住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム

太
た

美
み

ち ゃ ん ホ ー ム
（ 株 ） 正 喜 代 表 取 締 役

白 石 芳 子

さ ん

人 と の 繋 が り を 大 切 に し温 か  い  ぬ く も り の あ る 施 設 に【 今 年 の 抱 負 】

私 が 最 初 に 「 自 分 の 母 を 介 護 し た

い 、 看 取 り た い 」 と 想 い 、 始 め た 施 設 で す 。 何 かと 大 変 な 福 祉 業 界 で す が 、 初 心 を 忘 れ ず 、 ぶ れ ない 軸 で 頑 張 っ て 、 今 後 も 入 居 者 様 に 普 通 の 生 活 を送 っ て 頂 く 為 に 、 人 と の 繋 が り を 大 切 に し 温 か いぬ く も り の あ る 施 設 を 目 指 し て い き ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

太 美 ち ゃ ん ホ ー ム は 、 普 通 の 民

家 で 普 通 の 生 活 が で き る 少 人 数 制 ホ ー ム で す 。 おか げ さ ま で 入 居 者 の 方 々 は と て も お 元 気 で 、 笑 顔が 絶 え な い 毎 日 を 過 ご さ れ て い ま す 。 今 後 も 、 その 人 ら し さ を 支 援 す る 、 地 域 に 根 付 い た 施 設 を 職員 一 同 力 を 合 わ せ て 目 指 し て い き ま す 。

山 口 市 上 宇 野 令 ７ ８ ４
T E L / F A X :  ０ ８ ３ -  ９ ２ ２ -  ２ ２ ８ １
h t t p s: / / w w w. m o d. g o.j p / g s d f / m a e /
y a m a g u ti /i n d e x. h t ml

【 組 織 概 要 】 昭 和 ３ ０ 年 に 現 在 地 に 駐 屯 。
防 衛 ・ 警 備 、  災 害 派 遣 や 各 種 行 事 支 援 な
ど を 行 っ て い ま す 。

陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地
陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地 第  1 7  普 通 科 連 隊 長
兼 ね て 山 口 駐 屯 地 司 令 １ 等 陸 佐

永 木 裕 治

さ ん

地 域 と の 共 存【 今 年 の 抱 負 】

山 口 県 民 の 安 全 と 安 心 の た め 「 地

域 と の 共 存 」 を 念 頭 に 、 隊 員 一 丸 と な っ て 精 強 な部 隊 育 成 に 全 身 全 霊 で 挑 み 日 々 努 力 ・ 精 進 し 続 けま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地 は 、 昭 和

3 0年 に 現 在 地 に 駐 屯 し て 以 来 、 長 き に わ た り 市 民
の 皆 様 と 共 に 歩 ん で ま い り 、 今 年

7 0周 年 を 迎 え ま

す 。 駐 屯 地 は 、 日 々 の 訓 練 に 励 む ほ か 、 自 治 体 等が 主 催 す る 防 災 訓 練 や 各 種 イ ベ ン ト に 積 極 的 に 参加 し て い ま す 。 ま た 、 ８ 月 ８ 日 は 花 火 大 会 、

1 0月

は 山 口 駐 屯 地 創 立

7 0周 年 記 念 行 事 を 企 画 し て い ま

す 。 皆 様 の ご 来 場 を お 待 ち し て お り ま す 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ 日 ㈬ 　 ８サ ン デ ー 山 口

紙 と ネ ッ ト の「 い い と こ ど り 」 を 追 求

山 口 市 神 田 町 ８- １
T E L :  ０ ８ ３ -  ９ ２ ５ -  ７ ９ １ ２
M AI L:i n f o @ s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p
h t t p s: / / s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /

【 会 社 概 要 】 １ ９ ７ ８ 年 （ 昭 和 ５ ３ 年 ）
８ 月 に 無 料 地 域 情 報 紙  「 サ ン デ ー 山 口 」
を 創 刊 。 こ れ ま で に 、 ７ ７ ０ ０ 号 以 上 の
発 行 を 積 み 重 ね て き ま し た 。

株 式 会 社 サ ン デ ー 山 口
代 表 取 締 役 社 長

開 作 真 人

さ ん

【 今 年 の 抱 負 】

紙 と ネ ッ ト の 「 い い と こ ど り 」 を

追 求 し 、 顧 客 ・ 読 者 の 皆 様 に ご 満 足 ・ 感 動 し て いた だ け る よ う な 仕 事 に 取 り 組 み ま す 。
【 市 民 の 皆 様 へ 】

県 央 部 ４ 市 が 発 行 エ リ ア の 地 域

情 報 紙 「 サ ン デ ー 山 口 」 は 、 お か げ さ ま で 今 年 ８月 に 創 刊

4 7周 年 を 迎 え ま す 。 ウ ェ ブ サ イ ト に は １

日 約 ４ ０ ０ ０ 人 の 訪 問 者 が あ り 、 山 口 の 街 歩 き をよ り 楽 し く す る 「 や ま ぐ ち 深 発 見 マ ッ プ 」 も 含め 、 紙 媒 体 と ウ ェ ブ を 通 じ て 地 域 の 「 良 さ ・ 魅力 」 を 今 年 も お 伝 え し て い き ま す 。 私 ど も の お 届け す る 広 告 ・ 記 事 等 の 情 報 が 、 皆 様 の 生 活 に 潤 いや 楽 し さ を も た ら す 一 助 に な れ ば 幸 い で す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

山 口 市 矢  原 1 2 9 4 - 2
T E L ： 0 8 3 - 9 0 2 - 5 7 3 0
F A X ： 0 8 3 - 9 0 2- 5 7 3 1
M AI L:i n f o @ b a s e p r o s p e r. c o m
h t t p s: / / b a s e p r o s p e r.j p / c o m p a n y /

【  会  社  概  要  】 2 0 1 8  年 1 1  月  に  設  立  。  住
宅 や ア パ ー ト 、 店 舗 の 新 築 工 事 ・ リ フ ォ ー
ム  工  事  を  行  っ て  い  ま  す 。

株 式 会 社 Ｂ ａ ｓ ｅ Ｐ ｒ ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ
代 表 取 締 役

金 子 賢 二

さ ん

『 お 客 様 の 想 い を カ タ チ に 』【 今 年 の 抱 負 】

新 築 ・ リ フ ォ ー ム な ど の 建 築 を 通

し て 、 お 客 様 の よ り 良 い 暮 ら し を つ く る お 手 伝 いを し て 参 り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 今 、 建 築 コ ス ト が 上 昇 し て お

り 、 新 築 や リ フ ォ ー ム へ の ハ ー ド ル が 高 く な り つつ あ り ま す 。 ま た 、 少 子 高 齢 化 が 進 行 す る 今 、 空き 家 率 は 高 ま っ て お り 、 様 々 な お 悩 み を お 持 ち の方 も 多 く い ら っ し ゃ る こ と と 存 じ ま す 。 お 住 ま いに 関 す る ご 不 安 や ご 要 望 な ど ご ざ い ま し た ら 、 お気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。 打 ち 合 わ せ し や す い 環 境づ く り を 意 識 し 、 真 摯 に 対 応 し て 参 り ま す 。 今 年も ど う ぞ 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 元 町 ２- ３ ０
T E L ： ０ ８ ３ -  ９ ０ ２ -  ５ ６ ８ ５
h t t p s: / / pl e s u s. c o.j p /

【 会 社 概 要 】 パ ソ コ ン 修 理 店 、 Ｄ Ｘ 支 援 、
補 助 金 を 活 用 し た Ｉ Ｔ ツ ー ル 導 入 、  サ イ
バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策 、 ホ ー ム ペ ー ジ
制 作 、  Ｗ Ｅ Ｂ 広 告 運 用 な ど を 行 う Ｉ Ｔ 企 業
で す 。

株 式 会 社 プ レ サ ス
代 表 取 締 役

臺 野 晃 大

さ ん

地 元 山 口 の た め に 、 Ｉ Ｔ 分野 で 地 域 貢 献 し て い き ま す【 今 年 の 抱 負 】

私 は 、

2 5歳 の 時 （ ２ ０ １ ９ 年 ） に

地 元 山 口 の た め に 何 か で き る こ と は な い か と 考え 、 Ｉ Ｔ 企 業 を 設 立 。 こ の 地 で 育 ち 、 こ の 地 で 今も 生 活 し て い る か ら こ そ 、 地 域 の 未 来 を よ り 良 くす る た め に 自 分 が で き る こ と を 模 索 し て き ま した 。 本 年 は 、 今 ま で 以 上 に 、 地 元 の 企 業 や 住 民 の皆 さ ん と 交 流 し 、 Ｉ Ｔ の 力 を 活 用 し た 様 々 な 支 援を 行 い 、 山 口 の 発 展 に 寄 与 し た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

こ れ か ら も 地 域 の 皆 様 と 共 に 歩

み 、 地 元 を よ り 良 い 場 所 に し て い く た め に 尽 力 して 参 り ま す 。 パ ソ コ ン や Ｉ Ｔ に 関 す る お 困 り 事 があ り ま し た ら 、 お 気 軽 に お 問 合 せ く だ さ い 。

山 口 市 大 市 町 3- 6
T E L ： 0 7 0- 3 1 1 4- 3 8 1 9
h t t p s: / / o r a n g e- p e el- c c. c o m /

【 会 社 概 要 】 「 オ レ ン ジ ピ ー ル 」 と い う サ
ー ビ ス 名 で 高 齢 者 向 け の 生 活 支 援 サ ー
ビ ス と 、  介 護 保 険 外 の ヘ ル パ ー サ ー ビ
ス を 提 供 し て お り ま す 。

Ｃ ＆ Ｃ 山 口
代 表

川 端 洋 祐

さ ん

従 来 の 「 介 護 」 の 枠 を 超 え安 心 ・ 快 適 な 暮 ら し を ！【 今 年 の 抱 負 】

サ ー ビ ス 開 始 か ら 早 ４ 年 。 ご 利 用

い た だ い た お 客 さ ま の 人 数 は ３ ５ ０ 名 を 超 え ま した 。 高 齢 者 の 増 加 、 介 護 人 材 の 不 足 、 家 族 に よ る介 護 の 限 界 な ど を 背 景 に 、 当 社 サ ー ビ ス へ の ニ ーズ の 高 ま り を ひ し ひ し と 感 じ ま す 。  「 か ゆ い と ころ に 手 が 届 く 」 そ ん な 便 利 で 使 い や す い サ ー ビ スを 引 き 続 き 目 指 し て ゆ き ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

「 さ さ い な こ と だ け ど 、 誰 に 相 談

す れ ば い い の ？ 」 そ ん な 時 は ぜ ひ 気 軽 に ご 連 絡 くだ さ い ！

　
ち ょ っ と し た お 手 伝 い 、 家 事 、 整 理 整

頓 、 病 院 付 き 添 い 、 草 取 り 、 身 体 の 介 助 等 々 、 暮ら し の さ ま ざ ま な 「 困 っ た 」 を 解 決 し ま す ！

［ 本 社 ］ 山 口 市 宮 野 下 1 3 9 5- １
T E L ： ０ ８ ３- 9 0 2- 2 1 0 0
F A X ： ０ ８ ３- 9 0 2- 2 1 0 1

［ 防 府 営 業 所 ］ 防 府 市 迫 戸 町 1 ９- 3 6 ク ロ ー バ ー ビ ル 1 F
T E L ： ０ ８ ３ ５ -  ２ ７ -  ２ ８ ５ ５
F A X ： ０ ８ ３ ５ -  ２ ７ -  ２ ８ ５ ６
h t t p: / / w w w. cl e a n- y a m a g u c hi.j p /

【 会 社 概 要 】 1 9 9 2 年 創 業 、 1 9 9 5 年 法 人 化

有 限 会 社 ク リ ー ン 山 口
代 表 取 締 役 社 長

蔵 増 卓 朗

さ ん

顧 客 満 足 か ら顧 客 感 動  へ【 今 年 の 抱 負 】

法 人 化

3 0年 目 を 迎 え る 本 年 は 、 さ

ら な る 「 快 適 」 な 環 境 を お 客 さ ま に ご 提 供 で き るよ う 、 枠 に と ら わ れ な い 柔 軟 な 発 想 で 、 全 社 一 丸と な っ て 品 質 の 向 上 に 取 り 組 み ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 社 は 、 山 口 市 を 中 心 に 清 掃 業

務 ・ 設 備 管 理 業 務 ・ 室 内 装 飾 業 務 ・ 害 虫 駆 除 業 務を し て い ま す 。 オ フ ィ ス ビ ル か ら ご 家 庭 ま で 、 お客 さ ま の 大 切 な 資 産 を い つ も 美 し く 維 持 で き る よう 、 専 門 の ス タ ッ フ に よ る ア ド バ イ ス も 行 っ て おり ま す 。 お 客 さ ま に 信 頼 さ れ る サ ー ビ ス を 目 指し 、 地 域 に 貢 献 で き る 人 づ く り ・ 企 業 づ く り に まい 進 し ま す 。 お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

山 口 市 平 井 １ ５ 2- ５
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ８ ３ -  ９ ２ ８ -  ３ ９ ６ ５

【 会 社 概 要 】 建 築 及 び 不 動 産 業 。 新 築 工
事 ・ 住 宅 や 店 舗 の リ フ ォ ー ム 工 事 。 不 動
産 の 買 取 再 販 や 収 益 物 件 の 入 居 促 進 な
ど 、  建 築 技 術 を 生 か し た 不 動 産 事 業 。

株 式 会 社 マ イ ル ー ム
代 表 取 締 役

下 道 一 範

さ ん

顧 客 の 期 待 をビ ジ ネ ス 基 準 に【 今 年 の 抱 負 】

時 代 の 変 遷 に 合 わ せ て

【 市 民 の 皆 様 へ 】

新 年 明 け ま し て お め で と う ご ざ

い ま す 。 昨 年 に 引 き 続 き 「 企 画 住 宅 と 注 文 住 宅 のハ イ ブ リ ッ ド 」  【 ｔ ｒ ｉ ｐ 】 が 大 変 ご 好 評 頂 い てお り ま す 。 本 年 は 更 に ク オ リ テ ィ ー を 上 げ 、 コ スト 面 、 性 能 面 を よ り 充 実 さ せ る こ と が で き ま した 。 加 え て 補 助 金 や 優 遇 金 利 な ど 、 多 業 種 に 渡 る調 査 協 力 を 仰 ぎ な が ら 、 こ れ ま で 同 様 、 適 応 性 に富 ん だ 高 い レ ベ ル の 住 ま い を 提 供 致 し て 参 り ます 。 創 業

3 7年 目 を 迎 え 、 Ｓ Ｎ Ｓ や Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ

を 通 じ て よ り 新 鮮 で 正 確 な 情 報 を お 届 け 致 し ます 。 本 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 後 河 原 ２ ８- ３
T E L :  0 8 3- 9 3 2- 0 9 1 4
F A X :  0 8 3- 9 3 2- 0 9 1 5
M AI L : f u k u d a @ y- c e n t r al- o f fi c e.j p
h t t p s: / / w w w. y- c e n t r al- o f fi c e.j p /

【 会 社 概 要 】 防 府 オ フ ィ ス （ 防 府 市 駅 南
町 ７- 3 7 ） 、  小 郡 オ フ ィ ス （ 山 口 市 小 郡
長 谷 １-  ８- 2 1 ） で も 相 談 可 。

司 法 書 士 法 人 や ま ぐ ち 中 央 事 務 所
代 表

福 田 修 平

さ ん

よ り  一  層 の 情 報 提 供 を【 今 年 の 抱 負 】

近 年 の 法 改 正 に よ り 相 続 を 取 り 巻

く 環 境 は 大 き く 変 わ り ま し た 。 こ れ か ら も 皆 様 の「 家 族 」 を 大 切 に 考 え 、  「 人 」 に 向 き 合 い な が ら「 法 」 を 味 方 に す る 「 相 続 の 専 門 家 」 と し て 精 進し て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

法 的 サ ー ビ ス を こ れ ま で 以 上 に

拡 充 す る と と も に 、 セ ミ ナ ー や 相 談 会 を 積 極 的 に開 催 し 、 よ り 多 く の 情 報 を 市 民 の 皆 様 に お 届 け いた し ま す 。  「 山 口 」  「 防 府 」  「 小 郡 」 に 事 務 所 を 構え 、 司 法 書 士 ７ 名 、 ス タ ッ フ

2 0名 以 上 が 在 席 。

「 あ な た の 安 心 を カ タ チ に し ま す 」 を モ ッ ト ー に親 身 に な っ て お 応 え し ま す 。

山 田 大 介

さ ん

山 口 駅 か ら 一 番 近 い法 律 事 務 所【 今 年 の 抱 負 】

融 通 無 碍

【 市 民 の 皆 様 へ 】

山 口 の 皆 様 に 身 近 な 法 律 サ ー ビ

ス を 提 供 し て ま い り ま す 。 敷 居 が 高 い と 思 わ れ がち な 弁 護 士 法 律 事 務 所 で す が 、 弁 護 士 は 法 律 問 題の 総 合 窓 口 、 ど う し て 良 い か 分 か ら な い と き の 交通 整 理 役 で も あ り ま す 。  「 な ん と か な る か ら 大 丈夫 」 で は な く 、 ま ず は そ の お 悩 み を お 聞 か せ く ださ い 。 ま た 、 地 域 の お 祭 り や イ ベ ン ト に も 積 極 的に 参 加 し 、 お 世 話 に な っ て い る 山 口 市 を 盛 り 上 げる た め 、 微 力 な が ら 貢 献 し て い き た い と 考 え て いま す 。 今 年 も 引 き 続 き 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ます 。

山  口  市  駅  通 り １- ４- ７ 福  武 ビ  ル ２ 階
T E L :  ０ ８ ３ -  ９ ２ １ -  ７ ０ ５ ０
F A X :  ０ ８ ３ -  ９ ２ １ -  ７ ０ ５ １
M AI L: y a m a. d ai.l a w @ o u tl o o k.j p
h t t p: / / w w w. y a m a d a- d ai s u k e-l o.j p /

【 会 社 概 要 】 山 口 駅 か ら 一 番 近 い 法 律 事
務 所 で す 。 夕 方 以 降 、 土 日 祝 日 の 対 応 可

（ 要 予 約 ） 。

山 田 大 介 法 律 事 務 所
代 表 弁 護 士


